
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今春から７月現在まで、宮城県内で支援活動をした作業療法士 延数２６８名。 
地元の健康推進課と会合・調査・検討を重ね、 

要介護者への支援をはじめ環境整備・アクティビティの提供を行ってまいりました。 
なかでも、避難所でのミニ・デイは楽しいと好評。 

リハビリ体操からレクリェーションまで、 
笑顔のあふれる時間でした。 

いかなる状況にあっても、安心して暮らしが営める社会を実現するため、 

私たち作業療法士は今こそ力を合わせる時なのです。 
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いかなる時も、元気を支援！！
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今
回
は
連
盟
会
員
の
結
束
を
高
め
る
た
め
に
、
連
盟

の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る
水
色
を
基
調
に
し
た
Ｔ
シ

ャ
ツ
と
う
ち
わ
を
作
成
し
ま
し
た
。
み
ん
な
で
揃
っ
て

会
場
で
着
用
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

 

ブ
ー
ス
に
は
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
は
じ
め
、
配
布
用

の
広
告
物
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
設
置
。
こ
れ

ら
を
通
し
て
、
主
に
①
「
連
盟
の
役
割
」 

②
「
連
盟

の
活
動
」 

③
「
（
社
）
日
本
作
業
療
法
士
協
会
と
の
関

係
性
」
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
新
規
会
員

入
会
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。 

昨
年
の
仙
台
学
会
で
も
連
盟
の
案
内
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
昨
年
に
比
べ
て
本
連
盟
の
認
知
度
は

業
療
法
士
協
会
会
長
が
ブ
ー
ス
を
訪
れ
て
く
だ
さ
り
、

貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
２４
日
（
金
）
に
は
、
二
神
雅
一
副
会
長
が
１０

分
間
の
ミ
ニ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、
連
盟
に

つ
い
て
の
分
か
り
易
い
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
流

す
と
と
も
に
、
連
盟
の
活
動
・
役
割
な
ど
を
会
場
の
方
々

へ
発
信
し
ま
し
た
。 

開
催
中
、
連
盟
に
賛
同
・
入
会
さ
れ
た
方
３０
名
。 

確
実
に
会
員
も
増
え
、
共
に
行
動
し
て
く
だ
さ
る
会

員
も
増
え
て
い
る
こ
と
に
力
強
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

す
。
今
後
と
も
一
致
協
力
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

い
ま
、
な
ぜ
、
連
盟
が
必
要
な
の
か
？ 

他
の
医
療
関
連
団
体
（
日
医
・
日
看
協
・
Ｐ
Ｔ
協
会

な
ど
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
政
治
連
盟
と
一
体
と
な

っ
て
国
会
議
員
を
輩
出
し
、
政
治
力
で
立
法
機
関
へ
働

き
か
け
、
制
度
・
報
酬
等
に
反
映
さ

て

ま
す
。 

せ

い

日
本
作
業
療
法
士
連
盟
と
し
て
も
、(

社)

日
本
作
業
療

法
士
協
会
が
行
っ
て
い
る
学
術
的
研
鑽
や
政
策
提
言
を

積
極
的
に
支
持
し
、
政
治
力
＝
政
権
与
党
に
対
す
る
発

言
力
を
高
め
、
生
涯
安
心
し
て
作
業
療
法
を
業
と
し
て

社
会
的
地
位
向
上
を
目
指
し
て
い
く
た
め
に
、
作
業
療

法
士
の
国
会
議
員
を
送
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

業
療
法
士
連
盟
の
ブ
ー

ス
を
設
置
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
連
盟
役
員
、
都
道

府
県
責
任
者
、
会
員
の

方
々
の
ご
協
力
の
下
、
活

動
内
容
の
紹
介
と
入
会

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 
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第
45
回
日
本
作

 
 
 
 
 
 
 

〜
参
加
報
告
〜 

業
療
法
学
会

 

日
時
・
平
成
２３
年
６
月
２４
日
・
２５
日 

 
 

会
場
・
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市 

 
 
 
 
 
 
 
 

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ 

 

第
４５
回
日
本
作
業
療
法

学
会
に
お
い
て
、
日
本
作

せ
ん
。
そ
の
活
動
を
担
っ
て
い
る
の
が
わ
た
し
た
ち
連

の
で
す
。 

盟
な

 

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、 

活
動
を
ア
ピ
ー
ル
！ 

           

 

 

『『
積積
極極
的的
にに
、、
ブブ
ーー
スス
でで
、、
連連
盟盟
高
く
な
り
、
ブ
ー
ス
を
訪
れ
た

要
性
を
感
じ
ま
す
」
、
「
活
動
内

の
お
声
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多

そ
し
て
、
入
会
呼
び
か
け
の

の
Ｏ
Ｔ
っ
て
い
い
と
も
」
と
題

雅
一
副
会
長
が
作
業
療
法
発
展

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
お
話
を

み
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
協
会
名

で
あ
る
鈴
木
明
子
先
生
や
、
中

紹紹
介介
・・
説説
明明
をを
行行
左から 
比留間ちづ子副会長、小林毅氏、 
谷隆博副会長、二神雅一副会長、 
土井勝幸幹事、川本愛一郎幹事、 
座小田孝安幹事   
容
に
興
味
が
あ
る
」
等

く
あ
り
ま
し
た
。 

み
な
ら
ず
、「
二
神
雅
一

し
て
、
ブ
ー
ス
で
二
神

の
功
労
者
の
先
生
方
に

う
か
が
う
、
と
い
う
試

誉
会
員
及
び
連
盟
会
員

村
春
基
（
社
）
日
本
作

方
々
か
ら
「
連
盟

いい
まま
しし
たた
』』  
 

の
必



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
日
本

福

勉

 
 
 

講
演 

東

本
の
復
興
と

局
」 

の

祉
を
考
え
る
会
」
総
会
・

強
会 

「

日

政

 
 

講
師 

参
議
院
議
員 

衛
藤
晟
一
氏 

 
日
時 

 

平
成
２３
年
５
月
０
日
（
金
） 

２

会
場 

 
自
由
民
主
党
本
部 

未
曾
有
の
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の
日
本
で
、
福

祉
に
携
わ
る
者
が
多
く
の
被
災
者
の
方
に
、
今
何
を
す

べ
き
か
何
が
出
来
る
の
か
。 

真
剣
な
討
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
総
会
の
後
に
は
、

参
議
院
議
員 

衛
藤
晟
一
氏
に
よ
る
「
東
日
本
の
復
興

と
政
局
」
に
つ
い
て
の
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

日
本
作
業
療
法
士
連
盟
か
ら
は
、
杉
原
素
子
会
長
、

谷
隆
博
副
会
長
が
参
加
。
医
療
や
福
祉
も
含
め
日
本
の

未
来
を
考
え
る
衛
藤
氏
と
親
睦
を
は
か
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

田
野
瀬
良
太
郎 

関
西
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

講
演
「
東
日
本
大
震
災
と
日
本
経
済
社
会
の
行
方
」 

講
師 

杉
本
和
行
氏 

 

日
時 

 

平
成
２３
年
４
月
２２
日
（
金
） 

会

 
 

シ
ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
大
阪 

場

 

 

「
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
我
が
国
・
日
本
の
創
造
」

を
政
策
理
念
に
掲
げ
ら
れ
る
衆
議
院
議
員 

田
野
瀬
良

太
郎
氏
の
政
経
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
、
米
永
ま
ち
子
事
務
局

長
を
は
じ
め
５
名
の
連
盟
会
員
が
出
席
し
ま
し
た
。 

 

奈
良
に
理
学
療
法
士
の
養
成
校
を
開
校
し
、
看
護
に

も
理
解
と
見
識
を
持
つ
田
野
瀬
議
員
は
、
政
治
政
策
に

も
社
会
福
祉
を
第
一
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ

れ
日
本
作
業
療
法
士
連
盟
の
設
立
時
に
も
総
会
で
ご
挨

拶
を
頂
き
ま
し
た
こ
と
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
も

数
々
の
意
見
交
換
の
場
を
持
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
、
平
成
21
年
ま
で

財
務
省
事
務
次
官
と
し
て
日
本
財
政
の
舵
取
り
に
辣
腕

を
発
揮
さ
れ
て
き
た
杉
本
和
行
氏
が
講
演
。「
東
日
本
大

震
災
と
日
本
経
済
社
会
の
行
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

東
日
本
大
震
災
の
日
本
経
済
へ
の
影
響
、
マ
ク
ロ
政
策

上
の
リ
ス
ク
、
再
生
復
興
へ
向
け
て
の
視
点
が
語
ら
れ
、

今
後
は
「
政
治
の
リ
ー
ダ
ー
力
と
国
民
の
意
思
力
」
が

さ
ら
に
必
要
と
締
め
括
ら
れ
ま
し
た
。 

そ
れ
を
受
け
て
、
田
野
瀬
議
員
が
壇
上
に
登
場
。
現

在
の
政
治
状
況
を
詳
細
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ご
自
身

も
福
島
に
出
向
か
れ
震
災
後
の
状
況
を
把
握
し
、
今
な

お
続
く
余
震
・
原
発
・
風
評
被
害
の
苦
情
に
対
応
。
こ

れ
ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
力
強
く
推
進
す
る
決
意
を
固
め

る
と
と
も
に
、
前
向
き
に
経
済
復
興
の
提
案
も
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
の
関
東
一
極
集
中
を
見
直
す
「
関
西
・

日本作業療法士連盟ニュース 2011.夏 

     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「

 
 
 

講
演 

我

国
の
危
機
管
理
と
安
全
保
障
」 

え
と
う
せ
い
い
ち
」
と
明
日
を
語
る
会 

「

が

 
 

講
師 

青
山
繁
春
氏 

 

日
時 

 

平
成
２３
年
６
月
２４
日

金
） 

（

会
場 

 

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル 

 

「
戦
後
最
大
の
国
難
に
立
ち
向
か
う
に
は
、
い
ま
こ

そ
政
治
の
力
が
問
わ
れ
て
い
る
時
だ
」
と
主
張
さ
れ
る

衛
藤
晟
一
議
員
が
、
テ
レ
ビ
等
で
も
お
な
じ
み
の
青
山

繁
春
氏
（
独
立
総
合
研
究
所
・
代
表
取
締
役
社
長
）
を

講
演
に
招
か
れ
て
、
明
日
を
語
る
会
を
開
催
。
行
政
の

混
乱
等
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

共
に
、
日
本
の
未
来
を
考
え
よ
う
と
、
連
盟
か
ら
も

杉
原
素
子
会
長
が
参
加
し
、
よ
り
一
層
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。 

 
 

共
に
、
日
本
の
未
来
を
考
え
よ
う
と
、
連
盟
か
ら
も

杉
原
素
子
会
長
が
参
加
し
、
よ
り
一
層
の
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

  
 
 
   
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 

医
師
と
し
て
専
門
性
を
生
か
し
、
医
療
・
社
会
保
障

政
策
で
実
力
を
発
揮
し
、
現
在
は
民
主
党
副
幹
事
長
も

務
め
ら
れ
る
梅
村
議
員
。
専
門
職
と
し
て
の
立
場
か
ら

中
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
っ
て
じ
っ
く
り
政
治
活
動
に

取
り
組
ま
れ
る
姿
勢
に
感
銘
を
受
け
て
、
連
盟
か
ら
は

谷
隆
博
副
会
長
が
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

 

現
場
の
声
を
国
政
に
届
け
る
こ
と
に
、
さ
ら
に
情
熱

を
傾
け
ら
れ
る
よ
う
エ
ー
ル
を
お
く
り
ま
し
た
。 

中力
・
指
導
力
を
高
め
、
日
本
を
元
気
に
再
構
築
し
て
い

こ
う
と
の
熱
い
言
葉
に
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

政
治
・
財
政
両
面
か
ら
見
た
現
在
の
日
本
の
状
況
に

つ
い
て
学
び
、
田
野
瀬 

議
員
と
親
交
を
深
め
る 

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

   

 

 

参
議
院
議
員
「
梅
村 

聡
を
育
て
る
会
」 

 
 

講
演 

「
厚
生
労
働
大
臣
時
代
の
闘
い
と 

社
会

」

 

講
師 

長
妻
昭 

元
厚
生
労
働
大
臣 

保
障
の
未
来
像

 

 

日
時 

 

平
成
２３
年
６
月
４
日
（
土
） 

会
場 

 

ホ
テ
ル
阪
急
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル 
京
首
都
構
想
」
。
前
向
き
に
関
西
を
活
性
化
し
、
組
織
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当

の

参りますので、今後とも宜しくご指導ご鞭撻のほど、お願い申し上げます。  

日本作業療法士連盟への 
 

 

広島

大阪

大阪

神奈川県 １名 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  継続会員とし

お手数ですが
お願い致しま
お振込先 
①ゆうちょ
ゆうちょ
他金融機

②三井住友
藤井寺支

 情報発信時
させていただ

 登録情報の
 

 「作

そ

         
     
    

＊

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 今後も、趣旨にご賛同頂き、幅広く多くの方から寄付を募りたいと存じます。 
単位金額の設定等は特にございませんが、ご都合に応じ、壱萬円・参萬円・伍萬円を枠として 
ご検討頂けますと幸いです。 格段のご支援・ご協力を賜りたくお願い申し上げます。 
  
寄付を頂くにあたっての詳細は右記ＵＲＬをご参照ください。 URL  http//www.ot-renmei.jp/ 

 

事務局からのお知らせ

て 2011 年度年会費（正会員２，０００円／賛助会員１
、本連盟会員番号とご登録いただいているご氏名を
す.( 例 ： 99999－R ﾚﾝﾒｲ ﾀﾛｳ ) 

銀行 
窓口からお振込の場合・・・口座記号・番号 00960－3
関窓口からお振込の場合・・・099 店 当座 0180690
銀行 
店 普通 No．3826388 口座名義人／日本作業療
（郵送・メール送信等）に、ご入会時の登録内容につい
く場合があります。 
変更や退会されます際は、事務局（ 072-931-7887） 

★ 「写真投稿」のお願い ★ 
シャッターチャンス！その一枚が、連盟ニュースの

業療法に関する一場面」を撮った写真を、どしどしご

の写真にまつわる話・コメントを一緒に付けて頂いて

   投稿先：日本作業療法士連盟 広報部 担当者

     氏名・連絡先を添えて右記まで。   

今回表紙の写真は、「宮城県作業療法士会」からご提
＜寄付頂いた方の芳名＞  ２０１１年４月１６日～７月１５日 

県  濱西 由希子様    大阪府  松下 起士様 
府  谷 隆博様      大阪府  米永 まち子様 
府  辻岡 勝志様     大阪府  他１名 
このたびは日本作業療法士連盟へ寄付金を頂戴し、誠にありがとうございます。 
連盟の活動をご理解頂きましたことに厚く御礼申し上げます。  
頂戴したご厚意は、作業療法の明るい未来をつくるため、日本作業療法士連盟

諸活動に使わせて頂きます。皆様のご期待に応えるべく、精一杯活動を続けて
口３，０００円）をお振込いただく際は、 
記載していただくよう、 

－180690 
口座名義人／日本作業療法士連盟 

法士連盟 会計責任者 ツジオカカツシ 
て事務局より問い合わせ 

までお電話にてご連絡ください。 

表紙に。 
投稿ください。 
も結構です。 
岩崎 
 info@ot-renmei.jp 
供いただきました。 




